
 

 

熊本県女性薬剤師会研修会報告 

               有限会社アップル薬局 ひかり調剤薬局 澤 佐夜佳 

日時 2021 年 6 月 27 日 

場所 熊本県薬剤師会館 

演題 急性期医療の漢方 －“治る”を助けるためのアプローチ－ 

講師 熊本赤十字病院 総合内科部長 加島 雅之先生 

 

漢方とは慢性疾患に使用するもの、または不定愁訴に対して投与するもの等のイメージ

もあるが、急性期こそ漢方のフィールドであり、患者自身の治る力を助けていくこと、病態

を引き起こしている体の状況を治療することで急性治療のサポートが出来ることが漢方の

特徴であるとも言える。現在は漢方の研究も様々なされており、漢方も EBM の時代になっ

てはいるが、大切なことは漢方の基本的な概念である証に基づいて治療することである。 

例えば、小児の夜泣きに用いられていた抑肝散が高齢の認知症患者の周辺症状に使用す

ることを考えついたのは、漢方的な証では類似な病態に見えるための発想である。多くの研

究から改善が認められ漢方の新たな可能性が発見された。漢方の基本的な概念を知ってお

くことが新たな応用を生むことに繋がる。 

しかし、日本の漢方は東アジアの他の地域の伝統医学とは異なる特異な進化を遂げてい

る。日本では証とは症状の組み合わせと考えられ、それに対して固定的な処方が選ばれる。

それに対して中医学などの伝統医学では証とは病態であり、病気の追求と疾患のメカニズ

ムの分析が行われ、それぞれの生薬の効能を組み合わせて個々の状態に応じた処方がされ

る。治療方針には薬物・経絡（鍼灸）・気功がある。日本の漢方を理解するにはまずこの考

え方の理解が必要である。 

漢方では生体の構成要素を精気と表現され、気（生体のエネルギー）・血（血液）・津液（血

以外の体液）に分けられる。五臓六腑の概念は解剖学的臓器よりも機能の組み合わせと考え

る。漢方の疾病感は自然が動くように人体も同様に変化し続けているという考えから、内的

や外的な変化で気の不順な乱れなどが生じて気の運動が出来ない状況をさす。また、陰陽失

調論とは、精気のバランスの崩れによる病態。気が過剰になると物質的存在である血や津液

が消耗し、物質が増えると気は抑制される関係を論じている。 

実際の急性期の臨床で漢方はどのように使用されているのか。現在病院の診療報酬は

DPC 制度が導入されていることが多い。その中で漢方は現代医学がまだ持ち合わせてない

部分である患者が回復する過程（食べる・寝る・動く・苦痛を除く）をサポートし、コスト

や在院日数などに関与出来るのではとされている。蜂巣炎に対する黄連解毒湯の投与での

在院日数短縮や、漢方的にとらえると気血両虚となるフレイル患者の急性疾患時に人参養

栄湯の投与による体調改善など実際の症例もいくつか紹介された。また現在熊本赤十字病

院では入院患者に対して鍼灸の導入も試みられ、功を奏している症例も紹介された。 

漢方の更なる可能性と先生の豊富な知識と漢方への熱意を大いに感じる講演であった。 


